






















































































































































○実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

講師名 資格
実務経

験年数
実務経験内容 授業科目概要・目標 単位 時間数

家族論 ２年 前期 入部　久子

看護師

保健師

助産師

3 病院にて看護師として勤務

1.　わが国の家族は、少子・高齢化が進む中で育児不安や離婚

の増加、高齢者のケアなど諸問題に直面している。このような

中で、家族の構造や機能を含めて家族とはなにかについて考え

る。社会的要因の家族への影響や家族支援など看護師に求めら

れる看護ケアの進め方を学ぶ。

1 30

人権論 ２年 前期 信友　浩一 医師 12 病院（呼吸器内科）にて勤務
1.　社会学的なものの見方や考え方を身につけ、偏見や感情や

自分の立場に支配されずに現実を見る目を養う。
1 30

病理学 1年 前期 田口　順 医師 31 病院（病理診断科）にて勤務

1.　疾病になる原因を探り、疾病によって患者の身体に生じて

いる変化を明らかにし、診断や予防において観察力を高め判断

力を養う。

1 30

疾病と治療Ⅰ アレルギー

呼吸器

血液・造血器・膠原病 草場　信秀 医師 31 病院（血液・内科）にて勤務

皮膚疾患 松元　二郎 医師 33 病院（皮膚科）にて勤務

疾病と治療Ⅱ 循環器疾患 大島　英樹 医師 14 病院（循環器内科）にて勤務

堀　真貴子 医師 10 病院（循環器内科）にて勤務

運動器疾患 藤井　正敏 医師 43 病院（整形外科）にて勤務

小山　耕一 医師 30 病院（整形外科）にて勤務

疾病と治療Ⅲ 腎 森山　敦夫 医師 40 病院（腎臓・内科）にて勤務

泌尿器疾患 松永　祥弘 医師 4 病院（泌尿器科）にて勤務

内分泌・代謝疾患 山田　研太郎 医師 43 病院（糖尿病・内科）にて勤務

疾病と治療Ⅳ 小児 黒田　直宏 医師 21 病院（小児科）にて勤務

消化器疾患
河口　康典 医師 21 病院（消化器内科）にて勤務

髙田　晃男 医師 26 病院（消化器内科）にて勤務

疾病と治療Ⅴ 女性疾患 東島　利紀 医師 32 病院（産婦人科）にて勤務

リハビリテーション 下川　裕 理学療法士 16 病院（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科）にて勤務

脳神経疾患 大浅　貴朗 医師 26 病院（脳神経外科）にて勤務

疾病と治療Ⅵ 歯科口腔疾患 廣田　渓 医師 6 病院（歯科・口腔外科）にて勤務

精神疾患 吉良　健太郎 医師 9 病院（精神科）にて勤務

眼科疾患 廣木　稔 医師 22 病院（眼科）にて勤務

耳鼻科疾患 富田　和英 医師 24 病院（耳鼻咽喉科）にて勤務

栄養学 1年 前期 小島　良子 管理栄養士 50 病院にて管理栄養士として勤務

1.　生体に必要な栄養素のはたらきを理解する。

2.　食事の重要性や食生活に伴う健康問題について学び臨床で

活用できる知識を養う。

1 30

薬理学 1年 後期 江藤　良典 薬剤師 36 病院（薬剤科）にて勤務
1.　薬物の特徴、作用機序、人体への影響及び薬物の管理につ

いて理解し臨床で活用できる。
1 30

保健医療論Ⅰ １年 前期 西依　淳 医師 30 病院（小児科）にて勤務

1.　人々が生涯を通じて健康や障害の状態に応じて社会資源を

活用できる必要な知識を学ぶ。

2.　保健医療に関する基本概念・関係制度から関係職種の役割

を理解する。

1 15

社会福祉学概論 前期 病院にて社会福祉士として勤務

1.　社会福祉の変遷や基本理念・概念を理解し、社会保障制度

の内容とその背景を理解する。

2.　人々が生涯を通じて健康や障害の状況に応じて社会資源を

活用できるように必要な知識と基本的能力を養う。

1 15

社会福祉法制論 前期 病院にて社会福祉士として勤務
1.　社会福祉の法制度及びその活用方法を理解し。臨床現場で

の他職種との連携に役立てることができる。
1 15

33 病院（呼吸器・内科）にて勤務

1年 後期
1.　脳神経疾患、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、女性疾患の病態生理、検査・治

療等について理解し観察力と判断力を養う。
1

2年 泉　賢祐 社会福祉士　 15

授業科目
配当年次・

学期

基

礎

分

野

専

門

基

礎

分

野

1年 前期

古賀    丈晴 医師

30

2年 前期
1.　眼科疾患、耳鼻咽喉器疾患、歯科口腔疾患、精神疾患の病

態生理、検査・治療等について理解し観察力と判断力を養う。
1 30

1年 後期
1.　腎・泌尿器疾患、内分泌・代謝疾患の病態生理、検査・治

療等について理解し観察力と判断力を養う。
1 30

1年 後期
1.　小児疾患や消化器疾患の病態生理、検査・治療等について

理解し観察力と判断力を養う。
1 30

実務経験のある教員等による授業科目の単位数の合計　54単位

1.　呼吸器疾患・アレルギー疾患、血液・造血器疾患、膠原

病、皮膚疾患の病態生理、検査・治療等について理解し観察力

と判断力を養う。

1 30

１年

前期

～

後期

1.　循環器疾患、運動器疾患の病態生理、検査・治療等につい

て理解し観察力と判断力を養う。
1 30

72



講師名 資格
実務経

験年数
実務経験内容 授業科目概要・目標 単位 時間数授業科目

配当年次・

学期

基礎看護学 看護学概論 １年 前期 中原　彩実 看護師 15 病院にて看護師として勤務

1.　「看護」「健康」「人間」「環境」を看護に活用できるよ

うに基本要素を学ぶと共に意義を理解する。

2.　看護の対象や看護の場、看護倫理、看護システム、看護の

国際化の学びを通し、実際の看護活動や今後の看護のあり方に

ついて考える。

2 30

方法論Ⅰ 江藤　則子 看護師 17 病院にて看護師として勤務

白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

堀内　幸代 看護師 11 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅱ 白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

堀内　幸代 看護師 11 病院にて看護師として勤務

宮川　理恵 看護師 16 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅲ 白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

宮川　理恵 看護師 16 病院にて看護師として勤務

臨床看護総論 堀内　幸代 看護師 11 病院にて看護師として勤務

白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

池田　陽子 看護師 9 病院にて看護師として勤務

看護研究 ３年

前期

～

後期

池田　陽子 看護師 9 病院にて看護師として勤務

1.　看護における研究の意義・役割を理解し、文献検索の重要

性と積極的活用を学ぶと共に、研究の方法についての基本的知

識を習得する。

1 30

成人看護学

概論 １年 前期 江藤　則子 看護師 17 病院にて看護師として勤務

1.　青年期以降50年間にわたる成人期にある人々の生活が時代

と共に様変わりすること、及びライフサイクルにおける対象を

理解し、成人期の特徴、成人保健の動向や成人期の健康問題を

学ぶ。

1 15

方法論Ⅰ １年 前期 白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

1.　社会の中核となる成人期のさまざまな健康レベルにある

人々を支える看護のあり方を学び、身体的精神的社会的に複雑

な様相を呈する成人の健康状態に焦点を合わせて、健康生活を

促す看護を学ぶ。

1 15

方法論Ⅱ 河原　朋果 看護師 13 病院にて看護師として勤務

今村　佳 看護師 19 病院にて看護師として勤務

内田　ひろみ 看護師 20 病院にて看護師として勤務

吉宗　由美子 看護師 36 病院にて看護師として勤務

江藤　則子 看護師 17 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅲ ２年 後期 江藤　則子 看護師 17 病院にて看護師として勤務

1.　身体の喪失や身体機能の障害をもつ人の、回復期の患者を

理解し、その人らしく生活できるための生活過程を整える知

識・技術・態度を学ぶ。

2.　事例を通し臨床実践能力の向上を図る。

1 30

方法論Ⅳ 原　妙子 看護師 22 病院にて看護師として勤務

白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅴ ２年 後期 溝上　千代美

看護師（緩和

ケア認定看護

師）

28 病院にて看護師として勤務

1.　がん等の治療困難な疾病を持つ患者の終末期の苦痛を理解

し、がん看護における緩和ケアを学ぶ。

2.　生命の尊厳やＱOＬ等、倫理的配慮を含め事例を通して学

ぶ。

1 15

老年看護学 概論 ２年 前期 中原　彩実 看護師 15 病院にて看護師として勤務

1.　老年看護学の概念を理解し、加齢に伴う身体的・生理的・

社会的変化を理解する。

2.　高齢化社会の現状やライフスタイル、ニーズを理解し、老

年看護の対象、目的、役割について学ぶ。

2 30

方法論Ⅰ 馬田　聡美 看護師 30 病院にて看護師として勤務

伊藤　哉女 看護師 17 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅱ 福嶺　初美

看護師（老人

看護専門看護

師）

33 病院にて看護師として勤務

伊藤　哉女 看護師 17 病院にて看護師として勤務

小児看護学 概論 1年 後期 堤　順子 看護師 29 病院にて看護師として勤務

1.　小児看護の特徴、小児各期の生活と環境について理解し、

健康な小児の日常生活の保持・増進さらに小児看護の目的、役

割、機能について学ぶ。

2.　健康障害が小児と家族に与える影響を理解し予防、健康の

回復及びよりよい成長・発達への看護支援を学ぶ。

2 30

方法論Ⅰ 伊藤　哉女 看護師 17 病院にて看護師として勤務

宮川　理恵 看護師 16 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅱ 伊藤　哉女 看護師 17 病院にて看護師として勤務

宮川　理恵 看護師 16 病院にて看護師として勤務

２年

前期

～

後期

1.　小児の疾病・障害の病態を理解し、健康障害に応じた看護

を理解する。

2.　小児の成長・発達をふまえたアセスメント力を高め、健康

問題を理解する中で臨床実践能力の向上を図る。

1 30

後期

1.　健康障害のある老年者を理解し、疾病予防・健康の回復・

保持増進の視点を含め、看護過程の展開を通し看護実践能力を

養う。

1 30

２年 前期

専

門

分

野

Ⅱ

2年 前期

1.　急性期にある患者の特徴を理解し、手術療法をうける患者

への看護援助や生命の危機的状況にある患者への看護援助を学

ぶ。

2.　救急看護における知識・技術・態度を学び、看護過程を通

し臨床実践能力の向上を図る。

1 45

1年 後期

1.　長期にわたって治療を必要とする慢性疾患をもつ患者の、

生涯疾病と共に生活するためのマネジメントができるような看

護援助に必要な知識・技術・態度を学ぶ。

2.　看護過程の展開を通して臨床実践能力を図る。

1

2年

2年

専

門

分

野

Ⅰ

１年

前期

～

後期

1.　科学的な根拠に基づいた看護技術を習得する。

2.　コミュニケーション、フィジカルアセスメントを強化し看

護過程を学び実践のための基礎技術を習得する。

3.　事例を通し看護技術を適用する方法を学ぶ。

2

１年

前期

～

後期

1.　健康生活の維持や疾病回復の過程を「生活する視点」から

諸科学を結びつける形で援助を捉える。

2.　看護の対象の生活過程を整えるため、その援助方法を習得

する。

2

１年 後期

1.　診察、検査・治療処置をうける患者への援助及び診療補助

技術が身体に及ぼす影響を理解する。

2.　患者への安全な看護技術の援助方法を身につける。

1

２年

前期

～

後期

1.　さまざまな健康上のニーズをもつ人々に、既習の個々の看

護技術を統合し、主要症状別看護、経過別看護で疾病・障害を

もった患者に対しての看護技術の応用を学ぶ。

90

90

45

2 90

1.　健康障害が小児及び家族に及ぼす影響を理解し、小児の症

状・検査・処置に応じた看護援助の方法と看護アセスメントを

学ぶ。

2.　小児と家族のおかれた環境、生活に適応できるための援助

を理解する。

1 30

30

前期

～

後期

1.　老年期の健康状態を疾病と老化の側面から把握し、

生活機能の観点からアセスメントすることで看護を展開

する方法を学ぶ。

1 30

73



講師名 資格
実務経

験年数
実務経験内容 授業科目概要・目標 単位 時間数授業科目

配当年次・

学期

母性看護学 概論 １年 前期 前川　彩

看護師

助産師

保健師

11 病院にて看護師・助産師として勤務

1.　母性看護の対象を理解し、母性看護の意義を学ぶ。

2.　母性を取り巻く社会情勢と法制度、母子保健の動向を理解

し母性看護の役割を学ぶ。

2 30

方法論Ⅰ 井手　輝実
看護師

助産師
37 病院にて看護師・助産師として勤務

前川　彩

看護師

助産師

保健師

11 病院にて看護師・助産師として勤務

方法論Ⅱ ２年 前期 前川　彩

看護師

助産師

保健師

11 病院にて看護師・助産師として勤務

1.　産褥期の看護、正常分娩の経過からハイリスクな状況の

人々の分娩経過とその看護を学ぶ。

2.　新生児の看護と産後の保健指導を理解し看護過程の展開を

通して臨床実践能力の向上を図る。

1 30

精神看護学 概論 １年 後期 中村　一孝 看護師 30 病院にて看護師として勤務

1.　精神の健康の保持増進と、健康障害時の看護を理解する。

2.　人間の心の健康と精神障害者を理解し生活の場及び精神の

健康問題について考え、ストレスの状況と危機の状況に対する

適切な危機介入や精神保健活動を通し精神看護の意義・役割・

機能について学ぶ。

2 30

方法論Ⅰ 2年 前期 田中　みとみ 看護師 48 病院にて看護師として勤務
1.　精神を病む人への看護援助を学ぶ中で、精神看護師の役割

及び知識・技術・態度を理解し対象に応じた援助を学ぶ。
1 30

方法論Ⅱ 安本　圭一 看護師 24 病院にて看護師として勤務

平山　顕行 看護師 19 病院にて看護師として勤務

在宅看護論 概論Ⅰ ２年 前期 瓜生　知佳子
看護師

保健師
7 病院にて看護師として勤務

1.　地域で生活しながら療養する人々とその家族を理解し在宅

での看護の基本概念を学ぶ。

2.　在宅看護を取り巻く社会の現状や時代背景及び歴史的変遷

を学び、在宅看護の意義や目的、更に他職種との連携を理解す

る。

1 15

概論Ⅱ 長尾　一樹

看護師（認知

症看護認定看

護師）

15 病院にて看護師として勤務

瓜生　知佳子
看護師

保健師
7 病院にて看護師として勤務

方法論 2年

前期

～

前期

瓜生　知佳子
看護師

保健師
7 病院にて看護師として勤務

1.　在宅看護を実施する上で必要とされる実践に必要な知識・

技術・態度を実践的に習得する。

2.　事例を通して、在宅看護における看護過程の展開方法を学

ぶ。

2 60

看護の統合と実

践 看護技術統合Ⅰ ３年

前期

～

後期

池田　陽子 看護師 9 病院にて看護師として勤務 1 30

看護技術統合Ⅱ ３年

前期

～

後期

池田　陽子 看護師 9 病院にて看護師として勤務 1 30

看護管理Ⅰ 堤　順子 看護師 29 病院にて看護師として勤務

中原　彩実 看護師 15 病院にて看護師として勤務

看護管理Ⅱ

災害看護学
3年 渡邊　隆明 看護師 23 病院にて看護師として勤務

看護管理Ⅱ

国際看護学
3年 瓜生　知佳子 看護師 7 病院にて看護師として勤務

３年

前期

～

後期

1.　既習の知識・技術・態度を統合し望ましい臨床実践マネジ

メント基礎能力を身につける。

2.　チーム医療及び他職種との協力の中で看護師としてのメン

バーシップ及びリーダーシップを理解する。

1 15

前期

～

後期

1.　災害直後から支援できる看護の基礎知識を理解すると共に

医療安全の臨床に近い体験を事例を用いて認識を高める。

2.　国際社会において看護師として諸外国との協力を考えるこ

とを目的に異文化を理解しとの看護交流を学ぶ。

1 15

1 30

統

合

分

野

2年 前期

1.　在宅看護の対象となる人とその家族を理解し在宅で療養す

る看護の実際を学ぶ。

2.　療養者が生活する地域の特徴と地域が療養者、家族に及ぼ

す影響が理解できる。

1 15

1.　臨地に近い状況で看護を学び複数患者を受け持ち、優先順

位を判断し実施することができる判断力と日常生活技術を習得

する。

2.　医療機器を装着している患者の観察と判断力・マネジメン

ト力・実践のためのコミュニケーション能力を学ぶ。看護技術

の総合的評価を行う。

専

門

分

野

Ⅱ

2年 前期

1.　妊娠・分娩・産褥期における対象理解と健康の保持増進の

看護を学ぶ。

2.　新生児の看護と保健指導の意義を理解する。

1 30

2年 後期

1.　患者と看護者関係を築いていく上で必要な自己理解、他者

理解のための知識・技術・態度を学ぶ。

2.　精神障害の特徴的な症状とその看護を理解する。

54単位実務経験のある教員等による授業科目の単位数の合計

74

































































































○実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

講師名 資格
実務経

験年数
実務経験内容 授業科目概要・目標 単位 時間数

家族論 ２年 前期 入部　久子

看護師

保健師

助産師

3 病院にて看護師として勤務

1.　わが国の家族は、少子・高齢化が進む中で育児不安や離婚

の増加、高齢者のケアなど諸問題に直面している。このような

中で、家族の構造や機能を含めて家族とはなにかについて考え

る。社会的要因の家族への影響や家族支援など看護師に求めら

れる看護ケアの進め方を学ぶ。

1 30

人権論 ２年 前期 信友　浩一 医師 12 病院（呼吸器内科）にて勤務
1.　社会学的なものの見方や考え方を身につけ、偏見や感情や

自分の立場に支配されずに現実を見る目を養う。
1 30

病理学 1年 前期 田口　順 医師 31 病院（病理診断科）にて勤務

1.　疾病になる原因を探り、疾病によって患者の身体に生じて

いる変化を明らかにし、診断や予防において観察力を高め判断

力を養う。

1 30

疾病と治療Ⅰ アレルギー

呼吸器

血液・造血器・膠原病 草場　信秀 医師 31 病院（血液・内科）にて勤務

皮膚疾患 松元　二郎 医師 33 病院（皮膚科）にて勤務

疾病と治療Ⅱ 循環器疾患 大島　英樹 医師 14 病院（循環器内科）にて勤務

堀　真貴子 医師 10 病院（循環器内科）にて勤務

運動器疾患 藤井　正敏 医師 43 病院（整形外科）にて勤務

小山　耕一 医師 30 病院（整形外科）にて勤務

疾病と治療Ⅲ 腎 森山　敦夫 医師 40 病院（腎臓・内科）にて勤務

泌尿器疾患 松永　祥弘 医師 4 病院（泌尿器科）にて勤務

内分泌・代謝疾患 山田　研太郎 医師 43 病院（糖尿病・内科）にて勤務

疾病と治療Ⅳ 小児 黒田　直宏 医師 21 病院（小児科）にて勤務

消化器疾患
河口　康典 医師 21 病院（消化器内科）にて勤務

髙田　晃男 医師 26 病院（消化器内科）にて勤務

疾病と治療Ⅴ 女性疾患 東島　利紀 医師 32 病院（産婦人科）にて勤務

リハビリテーション 下川　裕 理学療法士 16 病院（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科）にて勤務

脳神経疾患 大浅　貴朗 医師 26 病院（脳神経外科）にて勤務

疾病と治療Ⅵ 歯科口腔疾患 廣田　渓 医師 6 病院（歯科・口腔外科）にて勤務

精神疾患 吉良　健太郎 医師 9 病院（精神科）にて勤務

眼科疾患 廣木　稔 医師 22 病院（眼科）にて勤務

耳鼻科疾患 富田　和英 医師 24 病院（耳鼻咽喉科）にて勤務

栄養学 1年 前期 小島　良子 管理栄養士 50 病院にて管理栄養士として勤務

1.　生体に必要な栄養素のはたらきを理解する。

2.　食事の重要性や食生活に伴う健康問題について学び臨床で

活用できる知識を養う。

1 30

薬理学 1年 後期 江藤　良典 薬剤師 36 病院（薬剤科）にて勤務
1.　薬物の特徴、作用機序、人体への影響及び薬物の管理につ

いて理解し臨床で活用できる。
1 30

保健医療論Ⅰ １年 前期 西依　淳 医師 30 病院（小児科）にて勤務

1.　人々が生涯を通じて健康や障害の状態に応じて社会資源を

活用できる必要な知識を学ぶ。

2.　保健医療に関する基本概念・関係制度から関係職種の役割

を理解する。

1 15

社会福祉学概論 前期 病院にて社会福祉士として勤務

1.　社会福祉の変遷や基本理念・概念を理解し、社会保障制度

の内容とその背景を理解する。

2.　人々が生涯を通じて健康や障害の状況に応じて社会資源を

活用できるように必要な知識と基本的能力を養う。

1 15

社会福祉法制論 前期 病院にて社会福祉士として勤務
1.　社会福祉の法制度及びその活用方法を理解し。臨床現場で

の他職種との連携に役立てることができる。
1 15

実務経験のある教員等による授業科目の単位数の合計　54単位

1.　呼吸器疾患・アレルギー疾患、血液・造血器疾患、膠原

病、皮膚疾患の病態生理、検査・治療等について理解し観察力

と判断力を養う。

1 30

１年

前期

～

後期

1.　循環器疾患、運動器疾患の病態生理、検査・治療等につい

て理解し観察力と判断力を養う。
1 30

授業科目
配当年次・

学期

基

礎

分

野

専

門

基

礎

分

野

1年 前期

古賀    丈晴 医師

30

2年 前期
1.　眼科疾患、耳鼻咽喉器疾患、歯科口腔疾患、精神疾患の病

態生理、検査・治療等について理解し観察力と判断力を養う。
1 30

1年 後期
1.　腎・泌尿器疾患、内分泌・代謝疾患の病態生理、検査・治

療等について理解し観察力と判断力を養う。
1 30

1年 後期
1.　小児疾患や消化器疾患の病態生理、検査・治療等について

理解し観察力と判断力を養う。
1 30

1年 後期
1.　脳神経疾患、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、女性疾患の病態生理、検査・治

療等について理解し観察力と判断力を養う。
1

2年 泉　賢祐 社会福祉士　 15

33 病院（呼吸器・内科）にて勤務

44



講師名 資格
実務経

験年数
実務経験内容 授業科目概要・目標 単位 時間数授業科目

配当年次・

学期

基礎看護学 看護学概論 １年 前期 中原　彩実 看護師 15 病院にて看護師として勤務

1.　「看護」「健康」「人間」「環境」を看護に活用できるよ

うに基本要素を学ぶと共に意義を理解する。

2.　看護の対象や看護の場、看護倫理、看護システム、看護の

国際化の学びを通し、実際の看護活動や今後の看護のあり方に

ついて考える。

2 30

方法論Ⅰ 江藤　則子 看護師 17 病院にて看護師として勤務

白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

堀内　幸代 看護師 11 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅱ 白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

堀内　幸代 看護師 11 病院にて看護師として勤務

宮川　理恵 看護師 16 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅲ 白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

宮川　理恵 看護師 16 病院にて看護師として勤務

臨床看護総論 堀内　幸代 看護師 11 病院にて看護師として勤務

白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

池田　陽子 看護師 9 病院にて看護師として勤務

看護研究 ３年

前期

～

後期

池田　陽子 看護師 9 病院にて看護師として勤務

1.　看護における研究の意義・役割を理解し、文献検索の重要

性と積極的活用を学ぶと共に、研究の方法についての基本的知

識を習得する。

1 30

成人看護学

概論 １年 前期 江藤　則子 看護師 17 病院にて看護師として勤務

1.　青年期以降50年間にわたる成人期にある人々の生活が時代

と共に様変わりすること、及びライフサイクルにおける対象を

理解し、成人期の特徴、成人保健の動向や成人期の健康問題を

学ぶ。

1 15

方法論Ⅰ １年 前期 白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

1.　社会の中核となる成人期のさまざまな健康レベルにある

人々を支える看護のあり方を学び、身体的精神的社会的に複雑

な様相を呈する成人の健康状態に焦点を合わせて、健康生活を

促す看護を学ぶ。

1 15

方法論Ⅱ 河原　朋果 看護師 13 病院にて看護師として勤務

今村　佳 看護師 19 病院にて看護師として勤務

内田　ひろみ 看護師 20 病院にて看護師として勤務

吉宗　由美子 看護師 36 病院にて看護師として勤務

江藤　則子 看護師 17 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅲ ２年 後期 江藤　則子 看護師 17 病院にて看護師として勤務

1.　身体の喪失や身体機能の障害をもつ人の、回復期の患者を

理解し、その人らしく生活できるための生活過程を整える知

識・技術・態度を学ぶ。

2.　事例を通し臨床実践能力の向上を図る。

1 30

方法論Ⅳ 原　妙子 看護師 22 病院にて看護師として勤務

白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅴ ２年 後期 溝上　千代美

看護師（緩和

ケア認定看護

師）

28 病院にて看護師として勤務

1.　がん等の治療困難な疾病を持つ患者の終末期の苦痛を理解

し、がん看護における緩和ケアを学ぶ。

2.　生命の尊厳やＱOＬ等、倫理的配慮を含め事例を通して学

ぶ。

1 15

老年看護学 概論 ２年 前期 中原　彩実 看護師 15 病院にて看護師として勤務

1.　老年看護学の概念を理解し、加齢に伴う身体的・生理的・

社会的変化を理解する。

2.　高齢化社会の現状やライフスタイル、ニーズを理解し、老

年看護の対象、目的、役割について学ぶ。

2 30

方法論Ⅰ 馬田　聡美 看護師 30 病院にて看護師として勤務

伊藤　哉女 看護師 17 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅱ 福嶺　初美

看護師（老人

看護専門看護

師）

33 病院にて看護師として勤務

伊藤　哉女 看護師 17 病院にて看護師として勤務

小児看護学 概論 1年 後期 堤　順子 看護師 29 病院にて看護師として勤務

1.　小児看護の特徴、小児各期の生活と環境について理解し、

健康な小児の日常生活の保持・増進さらに小児看護の目的、役

割、機能について学ぶ。

2.　健康障害が小児と家族に与える影響を理解し予防、健康の

回復及びよりよい成長・発達への看護支援を学ぶ。

2 30

方法論Ⅰ 伊藤　哉女 看護師 17 病院にて看護師として勤務

宮川　理恵 看護師 16 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅱ 伊藤　哉女 看護師 17 病院にて看護師として勤務

宮川　理恵 看護師 16 病院にて看護師として勤務

90

90

45

2 90

1.　健康障害が小児及び家族に及ぼす影響を理解し、小児の症

状・検査・処置に応じた看護援助の方法と看護アセスメントを

学ぶ。

2.　小児と家族のおかれた環境、生活に適応できるための援助

を理解する。

1 30

30

前期

～

後期

1.　老年期の健康状態を疾病と老化の側面から把握し、

生活機能の観点からアセスメントすることで看護を展開

する方法を学ぶ。

1 30

専

門

分

野

Ⅰ

１年

前期

～

後期

1.　科学的な根拠に基づいた看護技術を習得する。

2.　コミュニケーション、フィジカルアセスメントを強化し看

護過程を学び実践のための基礎技術を習得する。

3.　事例を通し看護技術を適用する方法を学ぶ。

2

１年

前期

～

後期

1.　健康生活の維持や疾病回復の過程を「生活する視点」から

諸科学を結びつける形で援助を捉える。

2.　看護の対象の生活過程を整えるため、その援助方法を習得

する。

2

１年 後期

1.　診察、検査・治療処置をうける患者への援助及び診療補助

技術が身体に及ぼす影響を理解する。

2.　患者への安全な看護技術の援助方法を身につける。

1

２年

前期

～

後期

1.　さまざまな健康上のニーズをもつ人々に、既習の個々の看

護技術を統合し、主要症状別看護、経過別看護で疾病・障害を

もった患者に対しての看護技術の応用を学ぶ。

専

門

分

野

Ⅱ

2年 前期

1.　急性期にある患者の特徴を理解し、手術療法をうける患者

への看護援助や生命の危機的状況にある患者への看護援助を学

ぶ。

2.　救急看護における知識・技術・態度を学び、看護過程を通

し臨床実践能力の向上を図る。

1 45

1年 後期

1.　長期にわたって治療を必要とする慢性疾患をもつ患者の、

生涯疾病と共に生活するためのマネジメントができるような看

護援助に必要な知識・技術・態度を学ぶ。

2.　看護過程の展開を通して臨床実践能力を図る。

1

2年

2年

２年

前期

～

後期

1.　小児の疾病・障害の病態を理解し、健康障害に応じた看護

を理解する。

2.　小児の成長・発達をふまえたアセスメント力を高め、健康

問題を理解する中で臨床実践能力の向上を図る。

1 30

後期

1.　健康障害のある老年者を理解し、疾病予防・健康の回復・

保持増進の視点を含め、看護過程の展開を通し看護実践能力を

養う。

1 30

２年 前期
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講師名 資格
実務経

験年数
実務経験内容 授業科目概要・目標 単位 時間数授業科目

配当年次・

学期

母性看護学 概論 １年 前期 前川　彩

看護師

助産師

保健師

11 病院にて看護師・助産師として勤務

1.　母性看護の対象を理解し、母性看護の意義を学ぶ。

2.　母性を取り巻く社会情勢と法制度、母子保健の動向を理解

し母性看護の役割を学ぶ。

2 30

方法論Ⅰ 井手　輝実
看護師

助産師
37 病院にて看護師・助産師として勤務

前川　彩

看護師

助産師

保健師

11 病院にて看護師・助産師として勤務

方法論Ⅱ ２年 前期 前川　彩

看護師

助産師

保健師

11 病院にて看護師・助産師として勤務

1.　産褥期の看護、正常分娩の経過からハイリスクな状況の

人々の分娩経過とその看護を学ぶ。

2.　新生児の看護と産後の保健指導を理解し看護過程の展開を

通して臨床実践能力の向上を図る。

1 30

精神看護学 概論 １年 後期 中村　一孝 看護師 30 病院にて看護師として勤務

1.　精神の健康の保持増進と、健康障害時の看護を理解する。

2.　人間の心の健康と精神障害者を理解し生活の場及び精神の

健康問題について考え、ストレスの状況と危機の状況に対する

適切な危機介入や精神保健活動を通し精神看護の意義・役割・

機能について学ぶ。

2 30

方法論Ⅰ 2年 前期 田中　みとみ 看護師 48 病院にて看護師として勤務
1.　精神を病む人への看護援助を学ぶ中で、精神看護師の役割

及び知識・技術・態度を理解し対象に応じた援助を学ぶ。
1 30

方法論Ⅱ 安本　圭一 看護師 24 病院にて看護師として勤務

平山　顕行 看護師 19 病院にて看護師として勤務

在宅看護論 概論Ⅰ ２年 前期 瓜生　知佳子
看護師

保健師
7 病院にて看護師として勤務

1.　地域で生活しながら療養する人々とその家族を理解し在宅

での看護の基本概念を学ぶ。

2.　在宅看護を取り巻く社会の現状や時代背景及び歴史的変遷

を学び、在宅看護の意義や目的、更に他職種との連携を理解す

る。

1 15

概論Ⅱ 長尾　一樹

看護師（認知

症看護認定看

護師）

15 病院にて看護師として勤務

瓜生　知佳子
看護師

保健師
7 病院にて看護師として勤務

方法論 2年

前期

～

前期

瓜生　知佳子
看護師

保健師
7 病院にて看護師として勤務

1.　在宅看護を実施する上で必要とされる実践に必要な知識・

技術・態度を実践的に習得する。

2.　事例を通して、在宅看護における看護過程の展開方法を学

ぶ。

2 60

看護の統合と実

践 看護技術統合Ⅰ ３年

前期

～

後期

池田　陽子 看護師 9 病院にて看護師として勤務 1 30

看護技術統合Ⅱ ３年

前期

～

後期

池田　陽子 看護師 9 病院にて看護師として勤務 1 30

看護管理Ⅰ 堤　順子 看護師 29 病院にて看護師として勤務

中原　彩実 看護師 15 病院にて看護師として勤務

看護管理Ⅱ

災害看護学
3年 渡邊　隆明 看護師 23 病院にて看護師として勤務

看護管理Ⅱ

国際看護学
3年 瓜生　知佳子 看護師 7 病院にて看護師として勤務

54単位実務経験のある教員等による授業科目の単位数の合計

統

合

分

野

2年 前期

1.　在宅看護の対象となる人とその家族を理解し在宅で療養す

る看護の実際を学ぶ。

2.　療養者が生活する地域の特徴と地域が療養者、家族に及ぼ

す影響が理解できる。

1 15

1.　臨地に近い状況で看護を学び複数患者を受け持ち、優先順

位を判断し実施することができる判断力と日常生活技術を習得

する。

2.　医療機器を装着している患者の観察と判断力・マネジメン

ト力・実践のためのコミュニケーション能力を学ぶ。看護技術

の総合的評価を行う。

専

門

分

野

Ⅱ

2年 前期

1.　妊娠・分娩・産褥期における対象理解と健康の保持増進の

看護を学ぶ。

2.　新生児の看護と保健指導の意義を理解する。

1 30

2年 後期

1.　患者と看護者関係を築いていく上で必要な自己理解、他者

理解のための知識・技術・態度を学ぶ。

2.　精神障害の特徴的な症状とその看護を理解する。

３年

前期

～

後期

1.　既習の知識・技術・態度を統合し望ましい臨床実践マネジ

メント基礎能力を身につける。

2.　チーム医療及び他職種との協力の中で看護師としてのメン

バーシップ及びリーダーシップを理解する。

1 15

前期

～

後期

1.　災害直後から支援できる看護の基礎知識を理解すると共に

医療安全の臨床に近い体験を事例を用いて認識を高める。

2.　国際社会において看護師として諸外国との協力を考えるこ

とを目的に異文化を理解しとの看護交流を学ぶ。

1 15

1 30
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○実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

講師名 資格
実務経

験年数
実務経験内容 授業科目概要・目標 単位 時間数

家族論 ２年 前期 入部　久子

看護師

保健師

助産師

3 病院にて看護師として勤務

1.　わが国の家族は、少子・高齢化が進む中で育児不安や離婚

の増加、高齢者のケアなど諸問題に直面している。このような

中で、家族の構造や機能を含めて家族とはなにかについて考え

る。社会的要因の家族への影響や家族支援など看護師に求めら

れる看護ケアの進め方を学ぶ。

1 30

人権論 ２年 前期 信友　浩一 医師 12 病院（呼吸器内科）にて勤務
1.　社会学的なものの見方や考え方を身につけ、偏見や感情や

自分の立場に支配されずに現実を見る目を養う。
1 30

病理学 1年 前期 田口　順 医師 31 病院（病理診断科）にて勤務

1.　疾病になる原因を探り、疾病によって患者の身体に生じて

いる変化を明らかにし、診断や予防において観察力を高め判断

力を養う。

1 30

疾病と治療Ⅰ アレルギー

呼吸器

血液・造血器・膠原病 草場　信秀 医師 31 病院（血液・内科）にて勤務

皮膚疾患 松元　二郎 医師 33 病院（皮膚科）にて勤務

疾病と治療Ⅱ 循環器疾患 大島　英樹 医師 14 病院（循環器内科）にて勤務

堀　真貴子 医師 10 病院（循環器内科）にて勤務

運動器疾患 藤井　正敏 医師 43 病院（整形外科）にて勤務

小山　耕一 医師 30 病院（整形外科）にて勤務

疾病と治療Ⅲ 腎 森山　敦夫 医師 40 病院（腎臓・内科）にて勤務

泌尿器疾患 松永　祥弘 医師 4 病院（泌尿器科）にて勤務

内分泌・代謝疾患 山田　研太郎 医師 43 病院（糖尿病・内科）にて勤務

疾病と治療Ⅳ 小児 黒田　直宏 医師 21 病院（小児科）にて勤務

消化器疾患
河口　康典 医師 21 病院（消化器内科）にて勤務

髙田　晃男 医師 26 病院（消化器内科）にて勤務

疾病と治療Ⅴ 女性疾患 東島　利紀 医師 32 病院（産婦人科）にて勤務

リハビリテーション 下川　裕 理学療法士 16 病院（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科）にて勤務

脳神経疾患 大浅　貴朗 医師 26 病院（脳神経外科）にて勤務

疾病と治療Ⅵ 歯科口腔疾患 廣田　渓 医師 6 病院（歯科・口腔外科）にて勤務

精神疾患 吉良　健太郎 医師 9 病院（精神科）にて勤務

眼科疾患 廣木　稔 医師 22 病院（眼科）にて勤務

耳鼻科疾患 富田　和英 医師 24 病院（耳鼻咽喉科）にて勤務

栄養学 1年 前期 小島　良子 管理栄養士 50 病院にて管理栄養士として勤務

1.　生体に必要な栄養素のはたらきを理解する。

2.　食事の重要性や食生活に伴う健康問題について学び臨床で

活用できる知識を養う。

1 30

薬理学 1年 後期 江藤　良典 薬剤師 36 病院（薬剤科）にて勤務
1.　薬物の特徴、作用機序、人体への影響及び薬物の管理につ

いて理解し臨床で活用できる。
1 30

保健医療論Ⅰ １年 前期 西依　淳 医師 30 病院（小児科）にて勤務

1.　人々が生涯を通じて健康や障害の状態に応じて社会資源を

活用できる必要な知識を学ぶ。

2.　保健医療に関する基本概念・関係制度から関係職種の役割

を理解する。

1 15

社会福祉学概論 前期 病院にて社会福祉士として勤務

1.　社会福祉の変遷や基本理念・概念を理解し、社会保障制度

の内容とその背景を理解する。

2.　人々が生涯を通じて健康や障害の状況に応じて社会資源を

活用できるように必要な知識と基本的能力を養う。

1 15

社会福祉法制論 前期 病院にて社会福祉士として勤務
1.　社会福祉の法制度及びその活用方法を理解し。臨床現場で

の他職種との連携に役立てることができる。
1 15

実務経験のある教員等による授業科目の単位数の合計　54単位

1.　呼吸器疾患・アレルギー疾患、血液・造血器疾患、膠原

病、皮膚疾患の病態生理、検査・治療等について理解し観察力

と判断力を養う。

1 30

１年

前期

～

後期

1.　循環器疾患、運動器疾患の病態生理、検査・治療等につい

て理解し観察力と判断力を養う。
1 30

授業科目
配当年次・

学期

基

礎

分

野

専

門

基

礎

分

野

1年 前期

古賀    丈晴 医師

30

2年 前期
1.　眼科疾患、耳鼻咽喉器疾患、歯科口腔疾患、精神疾患の病

態生理、検査・治療等について理解し観察力と判断力を養う。
1 30

1年 後期
1.　腎・泌尿器疾患、内分泌・代謝疾患の病態生理、検査・治

療等について理解し観察力と判断力を養う。
1 30

1年 後期
1.　小児疾患や消化器疾患の病態生理、検査・治療等について

理解し観察力と判断力を養う。
1 30

1年 後期
1.　脳神経疾患、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、女性疾患の病態生理、検査・治

療等について理解し観察力と判断力を養う。
1

2年 泉　賢祐 社会福祉士　 15

33 病院（呼吸器・内科）にて勤務

21



講師名 資格
実務経

験年数
実務経験内容 授業科目概要・目標 単位 時間数授業科目

配当年次・

学期

基礎看護学 看護学概論 １年 前期 中原　彩実 看護師 15 病院にて看護師として勤務

1.　「看護」「健康」「人間」「環境」を看護に活用できるよ

うに基本要素を学ぶと共に意義を理解する。

2.　看護の対象や看護の場、看護倫理、看護システム、看護の

国際化の学びを通し、実際の看護活動や今後の看護のあり方に

ついて考える。

2 30

方法論Ⅰ 江藤　則子 看護師 17 病院にて看護師として勤務

白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

堀内　幸代 看護師 11 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅱ 白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

堀内　幸代 看護師 11 病院にて看護師として勤務

宮川　理恵 看護師 16 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅲ 白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

宮川　理恵 看護師 16 病院にて看護師として勤務

臨床看護総論 堀内　幸代 看護師 11 病院にて看護師として勤務

白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

池田　陽子 看護師 9 病院にて看護師として勤務

看護研究 ３年

前期

～

後期

池田　陽子 看護師 9 病院にて看護師として勤務

1.　看護における研究の意義・役割を理解し、文献検索の重要

性と積極的活用を学ぶと共に、研究の方法についての基本的知

識を習得する。

1 30

成人看護学

概論 １年 前期 江藤　則子 看護師 17 病院にて看護師として勤務

1.　青年期以降50年間にわたる成人期にある人々の生活が時代

と共に様変わりすること、及びライフサイクルにおける対象を

理解し、成人期の特徴、成人保健の動向や成人期の健康問題を

学ぶ。

1 15

方法論Ⅰ １年 前期 白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

1.　社会の中核となる成人期のさまざまな健康レベルにある

人々を支える看護のあり方を学び、身体的精神的社会的に複雑

な様相を呈する成人の健康状態に焦点を合わせて、健康生活を

促す看護を学ぶ。

1 15

方法論Ⅱ 河原　朋果 看護師 13 病院にて看護師として勤務

今村　佳 看護師 19 病院にて看護師として勤務

内田　ひろみ 看護師 20 病院にて看護師として勤務

吉宗　由美子 看護師 36 病院にて看護師として勤務

江藤　則子 看護師 17 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅲ ２年 後期 江藤　則子 看護師 17 病院にて看護師として勤務

1.　身体の喪失や身体機能の障害をもつ人の、回復期の患者を

理解し、その人らしく生活できるための生活過程を整える知

識・技術・態度を学ぶ。

2.　事例を通し臨床実践能力の向上を図る。

1 30

方法論Ⅳ 原　妙子 看護師 22 病院にて看護師として勤務

白瀧　美香 看護師 19 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅴ ２年 後期 溝上　千代美

看護師（緩和

ケア認定看護

師）

28 病院にて看護師として勤務

1.　がん等の治療困難な疾病を持つ患者の終末期の苦痛を理解

し、がん看護における緩和ケアを学ぶ。

2.　生命の尊厳やＱOＬ等、倫理的配慮を含め事例を通して学

ぶ。

1 15

老年看護学 概論 ２年 前期 中原　彩実 看護師 15 病院にて看護師として勤務

1.　老年看護学の概念を理解し、加齢に伴う身体的・生理的・

社会的変化を理解する。

2.　高齢化社会の現状やライフスタイル、ニーズを理解し、老

年看護の対象、目的、役割について学ぶ。

2 30

方法論Ⅰ 馬田　聡美 看護師 30 病院にて看護師として勤務

伊藤　哉女 看護師 17 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅱ 福嶺　初美

看護師（老人

看護専門看護

師）

33 病院にて看護師として勤務

伊藤　哉女 看護師 17 病院にて看護師として勤務

小児看護学 概論 1年 後期 堤　順子 看護師 29 病院にて看護師として勤務

1.　小児看護の特徴、小児各期の生活と環境について理解し、

健康な小児の日常生活の保持・増進さらに小児看護の目的、役

割、機能について学ぶ。

2.　健康障害が小児と家族に与える影響を理解し予防、健康の

回復及びよりよい成長・発達への看護支援を学ぶ。

2 30

方法論Ⅰ 伊藤　哉女 看護師 17 病院にて看護師として勤務

宮川　理恵 看護師 16 病院にて看護師として勤務

方法論Ⅱ 伊藤　哉女 看護師 17 病院にて看護師として勤務

宮川　理恵 看護師 16 病院にて看護師として勤務

90

90

45

2 90

1.　健康障害が小児及び家族に及ぼす影響を理解し、小児の症

状・検査・処置に応じた看護援助の方法と看護アセスメントを

学ぶ。

2.　小児と家族のおかれた環境、生活に適応できるための援助

を理解する。

1 30

30

前期

～

後期

1.　老年期の健康状態を疾病と老化の側面から把握し、

生活機能の観点からアセスメントすることで看護を展開

する方法を学ぶ。

1 30

専

門

分

野

Ⅰ

１年

前期

～

後期

1.　科学的な根拠に基づいた看護技術を習得する。

2.　コミュニケーション、フィジカルアセスメントを強化し看

護過程を学び実践のための基礎技術を習得する。

3.　事例を通し看護技術を適用する方法を学ぶ。

2

１年

前期

～

後期

1.　健康生活の維持や疾病回復の過程を「生活する視点」から

諸科学を結びつける形で援助を捉える。

2.　看護の対象の生活過程を整えるため、その援助方法を習得

する。

2

１年 後期

1.　診察、検査・治療処置をうける患者への援助及び診療補助

技術が身体に及ぼす影響を理解する。

2.　患者への安全な看護技術の援助方法を身につける。

1

２年

前期

～

後期

1.　さまざまな健康上のニーズをもつ人々に、既習の個々の看

護技術を統合し、主要症状別看護、経過別看護で疾病・障害を

もった患者に対しての看護技術の応用を学ぶ。

専

門

分

野

Ⅱ

2年 前期

1.　急性期にある患者の特徴を理解し、手術療法をうける患者

への看護援助や生命の危機的状況にある患者への看護援助を学

ぶ。

2.　救急看護における知識・技術・態度を学び、看護過程を通

し臨床実践能力の向上を図る。

1 45

1年 後期

1.　長期にわたって治療を必要とする慢性疾患をもつ患者の、

生涯疾病と共に生活するためのマネジメントができるような看

護援助に必要な知識・技術・態度を学ぶ。

2.　看護過程の展開を通して臨床実践能力を図る。

1

2年

2年

２年

前期

～

後期

1.　小児の疾病・障害の病態を理解し、健康障害に応じた看護

を理解する。

2.　小児の成長・発達をふまえたアセスメント力を高め、健康

問題を理解する中で臨床実践能力の向上を図る。

1 30

後期

1.　健康障害のある老年者を理解し、疾病予防・健康の回復・

保持増進の視点を含め、看護過程の展開を通し看護実践能力を

養う。

1 30

２年 前期
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講師名 資格
実務経

験年数
実務経験内容 授業科目概要・目標 単位 時間数授業科目

配当年次・

学期

母性看護学 概論 １年 前期 前川　彩

看護師

助産師

保健師

11 病院にて看護師・助産師として勤務

1.　母性看護の対象を理解し、母性看護の意義を学ぶ。

2.　母性を取り巻く社会情勢と法制度、母子保健の動向を理解

し母性看護の役割を学ぶ。

2 30

方法論Ⅰ 井手　輝実
看護師

助産師
37 病院にて看護師・助産師として勤務

前川　彩

看護師

助産師

保健師

11 病院にて看護師・助産師として勤務

方法論Ⅱ ２年 前期 前川　彩

看護師

助産師

保健師

11 病院にて看護師・助産師として勤務

1.　産褥期の看護、正常分娩の経過からハイリスクな状況の

人々の分娩経過とその看護を学ぶ。

2.　新生児の看護と産後の保健指導を理解し看護過程の展開を

通して臨床実践能力の向上を図る。

1 30

精神看護学 概論 １年 後期 中村　一孝 看護師 30 病院にて看護師として勤務

1.　精神の健康の保持増進と、健康障害時の看護を理解する。

2.　人間の心の健康と精神障害者を理解し生活の場及び精神の

健康問題について考え、ストレスの状況と危機の状況に対する

適切な危機介入や精神保健活動を通し精神看護の意義・役割・

機能について学ぶ。

2 30

方法論Ⅰ 2年 前期 田中　みとみ 看護師 48 病院にて看護師として勤務
1.　精神を病む人への看護援助を学ぶ中で、精神看護師の役割

及び知識・技術・態度を理解し対象に応じた援助を学ぶ。
1 30

方法論Ⅱ 安本　圭一 看護師 24 病院にて看護師として勤務

平山　顕行 看護師 19 病院にて看護師として勤務

在宅看護論 概論Ⅰ ２年 前期 瓜生　知佳子
看護師

保健師
7 病院にて看護師として勤務

1.　地域で生活しながら療養する人々とその家族を理解し在宅

での看護の基本概念を学ぶ。

2.　在宅看護を取り巻く社会の現状や時代背景及び歴史的変遷

を学び、在宅看護の意義や目的、更に他職種との連携を理解す

る。

1 15

概論Ⅱ 長尾　一樹

看護師（認知

症看護認定看

護師）

15 病院にて看護師として勤務

瓜生　知佳子
看護師

保健師
7 病院にて看護師として勤務

方法論 2年

前期

～

前期

瓜生　知佳子
看護師

保健師
7 病院にて看護師として勤務

1.　在宅看護を実施する上で必要とされる実践に必要な知識・

技術・態度を実践的に習得する。

2.　事例を通して、在宅看護における看護過程の展開方法を学

ぶ。

2 60

看護の統合と実

践 看護技術統合Ⅰ ３年

前期

～

後期

池田　陽子 看護師 9 病院にて看護師として勤務 1 30

看護技術統合Ⅱ ３年

前期

～

後期

池田　陽子 看護師 9 病院にて看護師として勤務 1 30

看護管理Ⅰ 堤　順子 看護師 29 病院にて看護師として勤務

中原　彩実 看護師 15 病院にて看護師として勤務

看護管理Ⅱ

災害看護学
3年 渡邊　隆明 看護師 23 病院にて看護師として勤務

看護管理Ⅱ

国際看護学
3年 瓜生　知佳子 看護師 7 病院にて看護師として勤務

54単位実務経験のある教員等による授業科目の単位数の合計

統

合

分

野

2年 前期

1.　在宅看護の対象となる人とその家族を理解し在宅で療養す

る看護の実際を学ぶ。

2.　療養者が生活する地域の特徴と地域が療養者、家族に及ぼ

す影響が理解できる。

1 15

1.　臨地に近い状況で看護を学び複数患者を受け持ち、優先順

位を判断し実施することができる判断力と日常生活技術を習得

する。

2.　医療機器を装着している患者の観察と判断力・マネジメン

ト力・実践のためのコミュニケーション能力を学ぶ。看護技術

の総合的評価を行う。

専

門

分

野

Ⅱ

2年 前期

1.　妊娠・分娩・産褥期における対象理解と健康の保持増進の

看護を学ぶ。

2.　新生児の看護と保健指導の意義を理解する。

1 30

2年 後期

1.　患者と看護者関係を築いていく上で必要な自己理解、他者

理解のための知識・技術・態度を学ぶ。

2.　精神障害の特徴的な症状とその看護を理解する。

３年

前期

～

後期

1.　既習の知識・技術・態度を統合し望ましい臨床実践マネジ

メント基礎能力を身につける。

2.　チーム医療及び他職種との協力の中で看護師としてのメン

バーシップ及びリーダーシップを理解する。

1 15

前期

～

後期

1.　災害直後から支援できる看護の基礎知識を理解すると共に

医療安全の臨床に近い体験を事例を用いて認識を高める。

2.　国際社会において看護師として諸外国との協力を考えるこ

とを目的に異文化を理解しとの看護交流を学ぶ。

1 15

1 30
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